
第72回“社会を明るくする運動”

“社会を明るくする運動”大田区推進委員会

大田区民のつどい 

7月16日に開催を予定していた 第72回“社会を明るくする運動”大田区民のつどいは 
新型コロナウイルス感染者数の急増により誠に残念ながら直前に中止となりました。 
この度、限られた内容ですが紙面でお伝えすることになりました。ぜひご覧下さい。 
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大田区長　松原　忠義（社明 大田区推進委員会委員長）

ント、当運動のＰＲ用の動画をインターネットで配
信、ぬりえギャラリー・意見発表会等、アイデアにあ
ふれた催しが開催され、新しい活動がたくさん誕生し
たことに大変嬉しく感じております。今後も、明るい
地域社会の実現に向け取り組んでいただきたく、お願
い申し上げます。 
　また、「再犯防止」についてですが、犯罪や非行から
の立ち直りには、地域での見守りや理解等、生活に密
着した息の長い支援がより重要だと感じております。 
　区では、「大田区再犯防止推進計画」を策定し、本
年１月には「第１回大田区再犯防止推進会議」を開
催いたしました。委員の皆様と意見交換、再犯防止
に対する問題の共有、今後の活動への機運を高める
機会となりました。この推進会議を中心に、毎年度
皆様と地域の課題を共有しながら、実効性のある再
犯防止対策を進めてまいります｡ 
　最後になりますが、当運動への御理解を更に深め
ていただくとともに、皆様方の益々の御健勝と御多
幸をお祈り申し上げ、私からの挨拶とさせていただ
きます。 

　日頃より大田区政並びに当運動
を代表とする更生保護活動に御尽
力・御協力を賜り、誠にありがと
うございます。 

　本来でしたら、今回の大田区民のつどいにおいて、
３年ぶりに皆様にお会いでき、また、中学生の生徒さ
んによる意見発表、都立美原高等学校和太鼓部の皆
さんによる演奏が予定されていましたが、新型コロ
ナウイルス感染者数の急増により、やむなく、開催を
中止することになり、誠に残念な想いです。　 
　大田区の“社会を明るくする運動”は、構成団体で
ある、「大田区保護司会」をはじめ、自治会・町会、青
少年対策地区委員、民生委員児童委員、ＰＴＡなど地
域の方々と、区をはじめとする教育、警察などの関係
機関・団体の力を結集し、各地域に根差した意欲的な
取り組みを行っていただいております。ここ数年は感
染拡大予防のためあらゆるイベントを縮小、又は中止
せざるを得ない状況となっております。そのような
中、保護司の皆様をはじめ、地域の皆様の熱意によっ
て、昨年は、地区集会でのオンラインを利用したイベ

大田区保護司会 会長　海老澤　信吉

援を生活福祉課、建築調整課をはじめ、雇用する企業を
開拓・確保するため、総務課、生活安全担当課、教育委
員会など大田区総力を挙げての対策を掲げています。 
　保護司会としても、特別出張所、自治会連合会を
はじめ、更生保護関係機関・団体とさらに緊密な関
係を図り、大田区らしい再犯防止推進計画に協力
し、実行してまいりたいと思います。 
　今年の区民のつどいも、いつもの様に中学生の意
見発表に続いて、都立美原高校の和太鼓が予定され
ておりました。生徒の皆様のつどいに向けての練
習、準備する姿勢に感服いたします。 
　最後になりましたが、つどいの実施にあたり、皆
様に御礼を申し上げます。

　大田区保護司会会長の海老澤信
吉です。今回、“社会を明るくする運
動”大田区民のつどいは第 72 回を
迎えました。新型コロナウイルス感

染症の対策として、直前で中止となりましたが、日頃
から委員の皆様からは多大なる御協力をいただいて
おり、誠にありがとうございます。 
　さて、保護観察の件数は平成 14 年をピークに減
少し、一時の三分の一にまで減少しました。しかし、
ここのところその減少傾向が鈍ってきています。 
　この状況に対応するため、大田区では令和３年３
月に大田区再犯防止推進計画が策定されました。 
　この計画では、就労と住居の確保に向けた相談・支

ご挨拶



大田区議会議長　鈴木　隆之

ております。誰かに相談したい、手を差し伸べても
らいたい。そのような時に寄り添ってくれる人がい
ない不安や心細さが募ることもあろうかと思いま
す。そのような人たちをひとりにしない、させない、
思いやりと心が通い合えるまちをこれからも皆様
方とつくり上げたいと思っております。 
　そのために一人ひとりができることを考え、小さ
な一歩から皆様方と共に歩み、そして大きな社会運
動に繋げていきたいと思っております。 
　大田区が掲げる地域力で、安全安心で、そして優
しいまちをこれからも皆様と共に作り上げて参り
ましょう。 
　これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。 

　第 72 回を迎えます“社会を明る
くする運動”大田区民のつどいは、
新型コロナウイルスの影響で今回
はリーフレットの配付となりまし

たが、皆様方におかれましては安全で安心な地域づ
くりのために、日頃より多大なるご尽力をいただい
ておりますことを心より御礼申し上げます。 
　私達は犯罪の無い社会をつくることが何よりの
目標ではありますが、過ちを犯し、立ち直ろうとす
る人々を受け入れ、共に歩む地域社会をつくること
も非常に重要なことであります。 
　長引く新型コロナウイルスの影響で、地域の繋が
りや、人と人との関係が希薄になってきたと言われ

東京保護観察所長　生駒　貴弘
　また、本運動の強調月間である７月は、再犯防止
推進法に基づく「再犯防止啓発月間」でもあります。
幸いにして、犯罪の発生件数や刑務所出所者の再入
所率等に関しては、引き続き減少傾向を続けてお
り、再犯防止対策の効果は着実に現れてきていると
ころです。 
　皆様には、引き続き“社会を明るくする運動”へ
の御理解と御支援をお願いいたしますとともに、立
ち直ろうとする人を包み込む、犯罪や非行のない安
全・安心な地域社会を作っていくために御協力い
ただきますことをお願いいたしまして、挨拶とさせ
ていただきます。 

　大田区民の皆様には、平素から
“社会を明るくする運動”及び更生
保護活動に多大なる御理解・御支
援をいただきまして、心から感謝

申し上げます。 
　“社会を明るくする運動”は、今年で第 72 回を迎
えました。昨年の第 71 回からは、「＃生きづらさを、
生きていく。」をメインコピーに、犯罪や非行の背景
にある、孤独や孤立などにつながる様々な“生きづ
らさ”に思いを致し、その“生きづらさ”を包み込
む、多様性と包摂性のあるコミュニティづくりを目
指して、運動が展開されています。 

大田区立中学校 PTA連合協議会 会長　須山　健二

　大田区立中学校 PTA連合協議
会会長、出雲中学校 PTA会長の須
山と申します。 
　日頃より地域の皆様には、子ど

も達を見守っていただき、ありがとうございます。 
　第72回社会を明るくする運動のテーマは、「＃生き
づらさを、生きていく。」です。 
　先が見えないコロナ禍において、大人も子ども達も
不安を多く抱え、生きづらさを感じていると思います。 
「なんだか生きづらく、幸せと感じたり、心が満たさ
れる瞬間がない」日々このように、感じている子ど
も達は少なくないのではないでしょうか。そんな毎
日を送っていたら、将来に対して希望や夢も持てな
くなってしまいます。 
　では、何故生きづらさを感じてしまうのでしょうか。

SNSを含むネット社会が拡大したことが原因で、周囲
や人の情報に接する機会が増え、何をするにも誰かと比
較し周囲の目が気になり、自分主体に人生が生きられな
くなったからです。何かにつけて人と比較して落ち込ん
でしまい、比べるがゆえに、ネガティブ思考になり心が
満たされない毎日を送るようになってしまいます。人と
比べてしまう原因は、自信の欠如です。これを払拭する
には、自信を持つ事であり自分を価値ある人間だと思う
ことです。これがないと、何をしても「他人と比べて自
分は…」となり自信を持てなくなってしまいます。また、
自分の強みをベースに生きないと常に不安定な状態で
自分に自信は持てなくなってしまいます。 
　子ども達が強みを持ち、新しいチャレンジをして
いく背中を、中学校 PTAとして支えていきたい
と思っております。 



　現在、産業の発展やインターネットの普及によ
って一人でも何不自由なく過ごす事ができるよ
うになってきました。さらに2020年からは新型
コロナウイルス感染症の拡大によって人と面と
向かって話さずとも、インターネットを活用する
事で成り立つ、といった事が急激に増えたと思い
ます。そんなインターネットに頼る社会は、私達
の生活を便利にしてくれましたが、その一方で多
くの人に「孤独感」をもたらしました。そして望
まない孤独を感じていると、それはいつしか「生
きづらさ」へと変化を遂げ犯罪に手を染める人も
いるかもしれません。犯罪の原因となりうる孤独
感を多くの人が抱えている現状に「明るい社会」
とは言えないと私は考えます。インターネットが
普及した今だからこそ、私達にとって人との繋が
りがより大切になるのではないでしょうか。 
　犯罪は誰もが望んでいない事です。しかし、犯
罪が起こらなかった日はありません。では、犯罪
を犯してしまった人は、果たして本当に犯罪を望
んでいたのでしょうか。 
　私はある時「少年院」に密着したドキュメンタリ
ーを見ました。ドキュメンタリーを見る前は十代
で犯罪を犯すなんて想像すらできない、どれだけ
捻くれた人達なのだろうか、そのような偏見があ
りました。しかし、少年院に入った人達から発せら
れた言葉は偏見を持っていた私に衝撃を与えまし
た。ある人は「少年院に入って初めて期待されて嬉
しかった。」またある人は「少年院にいる教官は僕
を見捨てないでいてくれた。」と言っていました。
つまり、彼らは罪を犯して少年院に入るまで、寄り
添える人や信頼できる人がいなかったのです。そ
れがどれだけ寂しく孤独であったのだろうと考え
させられました。気軽に話せる環境がなく、一人で
押し潰された結果が「犯罪」なのです。 
　しかし私達は、同じ人間だからこそ犯罪が起き
る前に、相手を理解してあげられたり、相手も悩
みを打ち明けたりする事ができます。そうした人

間による心の支えが孤独感を感じている人を減
らし、犯罪を防ぎ、明るい社会を創っていく第一
歩になると私は考えます。 
　しかし、明るい社会を創ると言われてもどうす
れば良いのか分からない、という方はいません
か。私も同じ事を思っていました。そのような人
はまず周りの人に笑顔で挨拶をする事から始め
てみて下さい。挨拶というのは中国の言葉で、心
を開いて歩み寄るという意味があります。まさに
人との繋がりが必要不可欠な現代の私達に最適
な言霊なのです。 
　また、犯罪をしてしまった人が社会復帰する時
にも人の力が必要です。現在、刑期を満了し刑務
所を出所した人のうち約50％が再び入所してい
ます。さらにその割合は年々増加しているので
す。その背景には、社会的孤立が挙げられます。更
生して出所したものの、世間から厳しい目を向け
られ、部屋を借りる事すら難しく、住所がないと
就職面接でも相手にされません。元犯罪者を採用
するのはリスクが高すぎるという声も多いでし
ょう。そうした社会的孤立は元犯罪者に孤独感を
与え再犯の原因となります。再犯が増えるという
事は新たな被害者を生むという事です。 
　その負のサイクルを起こしてしまっているの
は紛れもなく、私達が創った地域社会です。そし
てその負のサイクルから元犯罪者を救えるのも
また私達です。私達は元犯罪者が新たな心で生活
できるように地域全体で連携しあい、温もりのあ
る地域社会を築いていくべきです。 
　インターネットの普及や新型コロナウイルス感
染症の拡大に伴い、昔と比べて人とのコミュニケ
ーションを取らなくなってきている今、一人ひと
りが周りとの繋がりに感謝し、自分の身近な人達
からでも助け合いの輪を広げていく事が孤独感を
感じている全ての人へのエールになる、そう思い
ました。そしていつか、「孤独感」という言葉がな
くなるくらい、平和な社会にしていきたいです。

　　　　「孤独感」のない社会へ  

　　　　　　　　大田区立矢口中学校三年　石垣　菜々花
な な か

 



　挨拶は何のためにするのだろうか。私は普段、
学校や習い事の際に挨拶を大切にしている。挨
拶をすることは大切だ、ということは、多くの人
が理解していると思う。しかし、挨拶をすること
はどうして大切なのだろうか。私はこの機会を
通してその疑問について考えることにした。 
　私は、小学校の頃から社会を明るくする運動
に参加したり、中学校で生徒会に入り、朝登校し
てくる人たちに挨拶をしてきた。そのような活
動をしていく中で、なぜ挨拶は社会で生きてい
く上で必要なのだろうかと考える事が増えた。
疑問に思うことが増えたとき、私は、以前担任の
先生がおっしゃっていたことを思い出した。挨
拶は相手の存在を認めるという意味があるとい
うことである。このことを思い出した時、これは
校内だけでなく、社会にも通用することだと感
じた。犯罪を行ってしまった人の中には、関わり
のある相手がおらず、自分の存在が認められて
いないと感じる人がいると聞いたことがある。
また、それによって、「不安」を持つ人がいると
いうことも聞いたことがある。もしかしたら罪
を犯してしまった人はあまり地域との関わりが
多くないから不安を感じるのではないか。そう
考え、インターネットを使って、そのような事例
があるのかを調べてみることにした。 
　警視庁の調査によると、犯罪を行おうとした
人が犯行を諦めた理由の多くに「地域の人に声
をかけられた」という意見が挙げられたそうだ。
その例として、ある地域のお店では、様々な防犯
方法を取ってきたが、なかなか成果が出ず、挨拶
活動を取り入れた結果、一年間で 30％も万引に
よる被害額が減ったという事があったそうだ。
これらの事例から、地域の人と少しでも関わる
機会があれば「不安」という感情が少しでも減る

ということが言えるだろう。 
　私たちの「社会を明るくする」という目標を
達成するための第一歩として、まずは地域でも
っと気軽に挨拶ができるようになることが重
要なのではないか。明るく挨拶する声が町中に
増えれば、おのずと、地域が明るくなり、その
明るさが犯罪の減少につながっていくのでは
ないかと思う。そのため、普段何気なく行って
いる挨拶をより意識して行うことが大切なの
ではないかと考えた。 
　また、罪を犯してしまった人の多くは立ち直
り、社会復帰を目指すことだろう。その人たちの
ために、私たちは、社会復帰を目指す人たちのこ
とをしっかりと理解し、受け入れることが大切
だと思う。これにもやはり挨拶という簡単なコ
ミュニケーションをとることが、「理解して受け
入れる」ということのきっかけになると思う。 
　これから社会を明るくしていくのは私たち
である。明るい社会を作るためにはまずは、挨
拶から始め、地域の犯罪を減らすのと共に、地
域全体の明るさを向上させていくことが大切
だと思う。また、それを地域だけでなく、社会
につなげていこうという意識が重要だと考え
る。コロナ禍のもと、近隣のつき合いが減った
中でもちょっとしたコミュニケーションから
地域は大きく変化するだろう。私たち一人ひと
りが関わりを深めるために、どのようにコミュ
ニケーションをとるべきかを少しずつ意識し
ていくことによって、地域社会はより良いもの
になると思う。 
　では最後にもう一度問いたいと思う。挨拶は
何のためにするのだろうか。人によって答えは
異なると思うが、最終的な目的はみな同じ、「社
会を明るくする」ためなのではないだろうか。

　　　　挨拶から始まる社会  

　　　　　　　　大田区立御園中学校三年　小林　夏音
か の ん

 



　「社会を明るくする運動」とは全ての国民が犯
罪や非行の防止と犯罪や非行をした人の更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力
を合わせて犯罪や非行のない安全で安心な明る
い社会を築くための全国的な取り組みです。私
はこの運動について調べていく中で犯罪や非行
をした人の更生について考えました。 
　お金を払わずにものを奪おうとする人や人を
騙してお金を奪おうとする人、人の命を奪う人
など「犯罪者」と呼ばれる人は、私が日々ニュー
スでみる限り、悪い人や怖い人というマイナス
なイメージなものでした。そして、犯罪とは守ら
なくてはならないことを守れなかったことであ
り、絶対に許されてはいけないことだと思って
いました。しかし、社会を明るくする運動につい
てさらに調べていくと、一度罪を犯した人が再
犯することを防ぐためにも、罪を犯した人の立
ち直りを支えることも必要であると思うように
なりました。 
日本では現在、二十歳に満たない人を少年とし、
その中でも十四歳以上の罪を犯した少年を犯罪
少年、十四歳未満で犯罪をした少年を触法少年、
性格や環境に照らして将来的に罪を犯す、刑罰
法令に触れる恐れがあると認められる少年をぐ
犯少年と定義されています。 
　二十歳未満の犯罪は万引きや詐欺、薬物乱用
が多いとされています。理由としては、二十歳未
満の犯罪は年齢によって罪が軽くなるので、「こ
のくらいしても逮捕なんてされないから大丈
夫」という気持ちで行動に移す人がいる一方で、
親から虐待を受け、ご飯を与えられない状況が
続き、万引きをせざるを得ない人、ネグレクトな
どにより、居場所がなく、遅い時間に出歩いてし

まい、悪い大人から誘われて薬物に手を出して
しまう人がいると考えられます。このように自
分では変えようのない環境による要因がある
と思います。 
　以上のように、自分の力で防げる人と自分の
力では防ぐことができない人がいるので、環境
によって犯罪をせざるを得なかった人の立ち
直りを支えるべきだと思います。また、環境に
よって犯罪をしてしまうのは子どもだけでな
く大人も同じだと思います。子どもの更生だけ
でなく大人の更生に対しても理解を深めてい
くことが私たちにできることだと思います。 
　私が初めて社会を明るくする運動を知った
とき、なぜ犯罪をした人が法律に守られていく
のか。もっと被害を受けた人を守る活動の方を
優先するべきなのではないかと思っていまし
た。しかし、この運動では、犯罪をした人が大
人に守られているのではなく立ち直るにあた
って不利になった部分や、一度失ったものを取
り戻すために頑張ろうとしている人を支えて
いることに気づくことができ、それが再犯を防
ぐことに繋がると思いました。また、私たちが
「犯罪をした人だけが悪いのではなく、犯罪者
を生みだしてしまった社会も悪い。」という考
えをもつことで、犯罪をした人が社会にでるこ
とに抵抗がなくなり、希望をもって生活ができ
るようになると思いました。 
　犯罪とは自分が思っている以上に身近にあ
り、いつ加害者になるのか、被害者になるかわ
かりません。犯罪を犯すということを他人事に
考えずに社会を明るくする運動について知る
ことから始めることが、私たちが犯罪を防止す
る一つの方法であると思います。

　　　　社会を明るくする運動  

　　　　　　　　大田区立蓮沼中学校三年　阿久津　百萌
も も

 



都立 美原高等学校 和太鼓部

皆さんこんにちは。 
美原高校和太鼓部、和心響華（わしんきょうか）です。 
私たちは「人の心に響く愛情のある演奏」を掲げ、仲間たちと切磋琢磨し日々練
習に励んでいます。 
地域の依頼演奏や各種大会に積極的に参加し、様々な賞を受賞させていただいて
おります。今年は念願であった和太鼓の甲子園と言われる「全国高等学校総合文
化祭」にも出場が決定しております。 
皆様に演奏をお見せすることができず非常に残念ではありましたが、全国大会や
今後の演奏活動に向けて全力で頑張ってまいります。 

和太鼓
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～犯罪や非行を防止し、 
立ち直りを支える地域のチカラ～
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	区民のつどい_ご挨拶.08.16

